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名古屋市 蓬 左文 庫

Nagoyashi Hosabunko 

第 20々
Cほう

回よ

東洋の古活字本展

9. 16仕）～10.17（日）朝鮮の古活字本I 

10. 20出～11.18（日）

ドイツのグーテンベルグが、ルネ ッサンスの三大発明の一つ、 f.1°;"j：印刷術の発11):）に成功したのは、 15世紀も

半ばのことです。しかし東洋では、すでに11世紀に、中国＊代の占IHIーが活字印刷を行なった記録が残されてい
ます （沈折「必三渓筆談」） 。 また、 1298年には、元の王槻による木市字印刷の記録もありますが、 rl• 問では 、 木

版（終版） 1:11wJの方が普及し、 f.1；’f:J仮はあまりHJいられず、金属活’｛： （釦lを主とする）の発Iリlについては、隣
の制鮮（市開）に、そのI也｛立を浪ることになります。中間で、金属前’I：の使用が雌んになるのは、 IVJ抑！の15也・
紀以降のことです。

中｜］｜から活字印刷術を輸入した制鮮では、 1232年に竿査報により金以前字印刷lが行われた記録があり、ノf
リの悶立図、1::fij'.(には、 1377年の"j'.lj記のある日開版の「直桁心経」が所iみされています。そして、帆鮮において

本総的に前’F印刷が践んとなるのは、日開にかわった~~VIによって 1403年、王立をit字所が.OIJiiltされて以降のこ. " とです。ここです1il:初に鋳造された前字は、 1403年の干支をとって補うを未宇治 en乎ばれ、これ以後鋳造された活
字にもその年の干支がt. ¥1；として与えられました 。 この銚午・J·~ j佐は、学•：VJ 460年の聞に主なものだけでも20回

に及ぶといいます。 これらの 1 1• で、 1 434年に鋳iさされたイ11設午、、は、汗代の秀在家術夫人の字に似ているこ
とから「術夫人字」とも呼ばれ、字体の経っていることで「朝鮮万世の宝」とさえいわれています。この字は

日本の古活字本II. 
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うを未午、 IJ~子字が＇ l' '.iii：’ j-ーの主ltiL後！従来されたのに対して、その後も長〈佼川 され 、 1 573年にい改鋳 ＇ I''.ii（寸：怖が
新鋭されるまでJ乙亥’i二総 ホljl辰J久、とともにfjf:JIJされました。

金}/Ji，析す：を使って印刷された；！？物のrlIには、「鋳字以」とJI手ばれる政（制抗の次第などを巻末に附記する文指）
を持っているものがあり、 1,Vドf!lにおける柄下叙ti止の歴史及び続料、生ltciを命じた五の・1・；跡などが記されていま

す。また、現イ心を左文五IIが所蔵する1:vJf(n°4=の＂＇には こ王室から臣下に下賜された内！島本（立I!弘本）も多〈、臣下

の身分、名lili、年月日等が比返しに記され、巻町iに大引の朱印 「穴I!弘之記」が僚されています。 ，：m併における
特典な前字印J1:11r~可の発達は、学1:a1 の 7； .；延文化の一つでもありました 。

一方、我が固に初めて活字印l1:1Jが伝え られたのは、1590年、イタリアの1;：教r.1!iによる凶洋のiffi字印Jj:1川；jて＼

隣のl二t＇悶や似 Fヰーからのものではあ りませんでした。これはキ リシタ ン版と呼ばれ、 主として九州のー古11て”行な

われただけで、 中央のIJ＼版文化には、ほとんと’：；iJ科を与えませんでした。その後、まもなく、 M鮮のすぐれた

前二子印刷l術が、文株 .~~長の役 (1592- 1 598）によって、 ii＇；’ iユイドや金以前’I：とともに伝えられ、 H 本の :I ＇， ）以文

化に多大な彩科を及ぼすことになります。

まず、文株 2年（1593）、後｜助成天主は、献上された削鮮のf,f;'j・：を依って「，11文.Jf:U.」を印刷lさせ（記Hのみ

で現物は伝わっていない）、以下、鹿L;f2 iJ三（1597）から 8年まで数般の活字l坂を刊行しています u愛長似lj)t}-i)。
ついて＼ 徳川家康は、慶長4年（1599）、伏見において、木前＇j-:による 「イL-f家詰」や「！＇lmi.政安」等を山l仮し
（伏見版 ）、駿J(.f.i!!隠後の慶長19年、日本てがjめて ~j;Jiff； ’ j- ： を '.t}f泣し て「大蔵－n.it」と「~tyqt~： if；袋」を刊行し ま

した（駿河版）。また、秀頼も｝主長11年に「帝鑑図説」を11¥J坂しています（秀彬（）以）。 このような為政者によるIJ',

版と同H寺に、寺院による前7・版のII＼版も胤んで、日記長 5年の袋法王子の円相1による「倭i英令速図」 （製法寺版）
＂，令 ,z.J..

をi此初に、北野経£寺の宗存による主主干n坂、叙山l坂、宝Mi院l以など、多くの寺院が、 ii';'jヘ！坂のIL¥J仮に批わっ

16世紀までに鋳造された朝鮮古活字一覧

（「プレ グーテンベルグl時代Jより）

鋭itl年代（李朝） 1i'i [: r. 汗主i材料’F m’J：ーl~li( cm) 

木山 3( 1403) ’灸 」ミ ’f 2両
大 l4×1. 7 
,J、 ll×0.8 

lit:;・; 2 ( 1420) rx (- ’f II 
J、 ll×I.3 
ノト l I X0.6 

II 16 ( 1434) 111 jii T(1Qi夫人ナ） II 
大 1.4×I.6 
ノト I. 4×0 .8 

II 28 ( 1446) 1'・i kえ ’f 告｛＼ 2.3×3.4 

II 28 ( 1446) 111;i('f:I本（ハングル’n イ三 大 I.4×I.8 
ノト I 4×0 .9 

II 32 ( 1450) /)[ ’f jtol 
大 I.4×I .6 
,J、 1.4×0.8 

文京2( 1452) で ’f II 

大 1.8×2.3
端；長3( 1455) ム 友 , {・ II 中 I.2×1.5 

,J、 ］.2×l I 

i止トll2 ( 1457) 丁 ,.q ’｛・ II 1. 9×2.0 

大 1.5×2. I 
II 10 ( 1465) 乙門＇｛： （ハングル’ド） II 

"' 1.0×1.0 
ノト I .OX0.6 

成宗2( 1471) 、F 別l II （，トはlたf-Tl

II 15 ( 1484) Ii:{ ’f ” 
大 1.0×lI 
ノト l 0×0 .5 

II 24 ( 1493) )£ II: ’｛・ ” 
大 1.6×2.1
,J、 I.O×1.0

1t• :;rn ( 1516) 1J.j r ’｛・ jiol j、 ll×I .4 小 1.I×0.7 

II 14 (1519) 己 Jjjl ’f:( !i'LJ同’n !1＇（銅 大 ll×I .4 ( J't:j漁） 小 ll×0.7 

・,'( tll 7 (1573) 'J£ 11可 ’［：（ ti｝針~i'11 ;ii) 欽
J、 I.4×1.6 
,J、 1.4×0.8

II 14 ( 1580) /)£: l氏 ’｛・ ” 1.4 x 1.4 

n
，“
 

ています。 f.1； ~j-：印刷の伝米によって 、 1:1JJ1:1Jの簡便

化が計られ、文快から克永に毛る約50年lf¥J（さら

に正保・法j安正！三ll¥Jまでを含んでこの時JU］のii＇；’j：：）以

を己lf.1；）－：）阪と呼ぶ ） には、。!I.~：曲抜本（本阿弥光悦等

が度i是正F川に山版した装丁械式の美しいが；）・：本）

に代表される仮名交り本など、＇＇＇ i止までの仏。l}'lj1

心の 11\J坂とは 'j~ なり、多干，F多係な .， 1 ：：物が t!J ）；反さ jL 

ています。このil~iWIに、日本の 11\J版文化は大きく

発！以し、学術文化の進歩に大きくよ＇i:~R しました。

しかし、図、1：：の；i.i裂の明大とともに、）阪の保存が

lよ1;mな活字！坂は災.ill し、 Ml立でも .r~1l1:1Jの可能な木

版印刷が、そのf去のllJ）阪の主流を，1；めることにな

ります。

注1こ文wは、 j己保税fJJ代漏主義l立が家］，Jiから議
り受けた約 3,000ilけの駿iiiJ御議本を，，，心lこ（jljil.¥tし

た維のi制l文HIをそのtlif身としています。

そのため当文庫にも、徳川i-::1,).tに耐え上された似！

｛『｛：占的’i～n反が多〈所iみされています（52古II約1000
lilt）。 また日本の前治千版についても、 1i:長11：：の収集

がIt,~んに行われた II与 J~I と，，，治7・l閥均慌のII寺JU］が豆

なるため、家版l'I身の1:1.¥lt反物をはじめ、泌総、｜王l

,1：：ともに多純Uiの前’iヘ版を所！みしています。この

ように，1；爪寸：）似のコレクションは、当文wの成。1::
を特徴づける重要な要」去のーっといえるでしょう。

参巧－文献

川瀬－Iん 8i!;T版の研究、 'i<.'111虫；州、 1937

日本.＇Lll'’＇{:JIj ,iff~·i「典、 AiW\ ·：~u I¥ ¥Ji、1982

鈴木敏犬 7レ・グーテ／ベノレグl時代、｛リ1II Willtltl：、 1976

T・ F・カ－5'一 点作文J.!Wi'i'i正｜の1:1111:11術2、・i'JUI:1977 



I . 朝鮮の古活字本出品目録 （t?1:11を付したものは伽I倒J,,f!,j>:)

合 1 j些詩i¥i（：盗 米 ・会IJ;l－！紫
l止；i"'1 6 、＇1'd！~（ 9年（1434) Fil 

lだ（－＇j<・(1420年改鋳） 2 .:& 2 I附
官 2 大学術義 米・ i'i-M＼秀撲

世；ド 1 6 、＇1'(1~；’ 9.if- ( 1 434 ) Fil 

l jl~i"('j<・ 43.:&13 lllt 

会 3.il!i詩 J己 ・ 留IJ~!lMi花
lりl；ぷ8、i&1i'i32ij三（1552) FIJ 
ljl jif’L、 8.：＆統制5巻tilli立2;&10111t

会 4 北史 l,'f.学位i付先
成；；－，6、成化ll年（1475）ばifl] 

ljlJ.if’j< 1001.!:51 lilt 

5.妓llj＼統制 1り1・米初、米航共制機次席l校
成；；－，14、成化19年（1483)flj 

lj1J.if’｛： （小千） JO巻2II~ 

合6 南軒先生文集 :;K・3長拭侠
定相17、万！持2年(1574)"j'lj 
1P jif ’ ｛~ 441~ 1 3!1仕

合 7 村正凡~：；：m f列車y，・金時？？限
・,・ 
1p J.iCj-: 231.!: 9 11け

古 8.§長;Jl:!l'i'it!ii先生袋 行陶！？？侠米 ・字公t魚道it
'1¥Hll6、万！杯II年（1583) FIJ 

ljlJiγト 10巻町fl巻2II& 

官 9 京文選 制約 ・1::rJ1i-JI：等制

ljl ~if ’｛ 130巻llH3巻6411&

合 10. 統京文i1!1 l,VJ色1 q1 !II税等制
ljlJ.if’j-: 

台 11 di平安比 •:VJ#.iY' · 到i麟~11：~す侠
21 Jを1011甘

'i I ；；~ I l、.IEf:Ci.Il年（1516) j'lj 

ljlJ長7・（1515年改鋳）
1501.！：（欠21巻）12911甘

合12.＇..＼~？Jlli\i( 叫
仏
ハ

u
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 'i＇主主32、};&Y1'rl6年（1537) FIJ 
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女 14 . 文~［弁惚 lリI. ~~,J内総

lリ 1:;;-,10 、 ~＆1i'i34iF-(1555) fl] 

！！！辰’j-: 50巻外it5 {!:2211& 
合 15.文章正宗 :.l＜・ J'.U~＼禿撚

191;t,1 1、.i{;,l'i'f35年（1556) flj 

ljl 1民7・ 241.!:2211け

叶 6.l'LJi1Hu~縛図通義大成 Jじ.f見上殺料称：組ゆ訂
Ei笠通義

11: tJl 3 、｜；行~ 4 if-(1570）刊

ljl辰・r: 42巻2311&

合 17.東京先生十七Y.'.il'¥'O卸i 米 ・品仙波制
ljlJ長’j-: 267巻60附

会 18.私淑r詩集 l,VJ！併. ~ミ .fi；ぷ侠 ｜徐J,1f正制
ljl辰＇｛： 17巻4II仕

叫 9.少保子公炎説 明 ・ート1削巽

rl1fiミ16、正1t.15年（1520) FtJ 

乙~＇ j－：・ 10巻 2 II仕

合 20.朱ー子大全文-1.t :;j,: .朱持撲
q-1京38、i&-?i'/22年(1543)Fリ
乙友＇｛：

100巻絞%11巻llH2巻 9511け

合 21.jjfjJ裂文集 lリI.太制限
19i;;-，）じ、｝；｛；,r1'125if.(1546) Fil 
ムJci＜・ 20.:&6 II& 

合 22.説』H.'f!i¥!d!J' IりI・ 1ii-1ii l紫
lりi;;-,4 、~＆1i'r28if三（1549) FtJ 
ム友’j-: I81.!:I6llU 

2s. ~·u：.品弁j"[ lリI・ fr'! I；創党
lリi;;-,6、iliY1'130i1三（1551) FIJ 
ム~’j-: 3巻31111 

合 24. 米IJ;l発i放 米・鈎・.. Pl!:l異 1c・ J;lnl校JE
lりI.飽可L弁正
lリl；ぷ8、ilii!i'i32年（1553) FIJ 
乙b：：’［： 5 1.!:1.!: (1・3{き1011仕

合25.jtiJ~l~ ),if .十1:1制先
lり1;;-,15、'i,l;,l'i'r39年（1560) FtJ 
ムKi-: 200巻7511&

合26.府太宗4戸1rr.r公間対 l立j~午 lリj・釧J.if撲
'i,{;,Y,'i年li¥J(1522～66) Fil 
乙亥＇j-: 2 1.!: 2 lllt 

会 27.内市II •:Vlf~:f. ・ II({ !.¥i ・I：后（和7氏）限
ムb：’j< 3巻4lilt 

合 28.~屯｜証｜総折 J己 1~ l;Hh'il焚
lj I J.if’｛：、乙広’；： 1巻1II甘

29 . 鐙~＇f'-fu;ri: 米・米対挑
〔17世紀〕ムb:'j-: 8巻後Mf6 ~さ 4 lilt 

合30. j注文-tJl火 〔ム友’F〕 2 1.!: 2 II& 
合 31 ，｛受IHJJi'iH •:vrn!Y0 ・ •,"if111J巽

〔ム亥’F〕 2巻2lilt 
合32. 大lリl会~I~ 1リ1・米｜均等本中；｝JJ巽

lリ1;;-,7、｝；{r,'.l,'/31-"1三（1552) FtJ 

〔焚 II：’J：〕 180{!:35lllt 
合33.m.11文訣 米 ・後肪制

'11:;-,30、i0'11il4年（1535)FIJ 35{!:1011& 

合 34.ffif;j凶鐙綱IJ 米 ・米ト苦渋
•:VJ!!!Y' . ~.－：手足 'i1J 1寺；，]Jll筏

世；；~20、正統 3年（ 1438 ) if: 

591.!:!-f 11 11.!:15011仕

会 35 . 続11<1大~I~ 4リi鮮 .(¥;jti＿等技
l別・ Ji!<:化年!ill(1465～87)ftj 2巻 111仕

合 36.I王l’；ij!:fj＿礼儀 仰l鮮 ・l'-l札ι土手際
iりl宗 7、Jili;¥'1'125年（1552) FtJ 13巻8II& 

合37.r11論泣E ,j;:fiT;'j-:,j三 1{!:111& 

会 38.栄iii自j集 l,QJ直下 ・ヲt-j.ま侠 ア安tt制
・，・，・十ll24、万ITTJ 9i1三（1591) Fil 
イミ前’I・,j>: 31Jlll甘

合 39.隙忠王集 ~ · ',"i.ftl（撚
lリ1・4三延ヰII制 8;&211lt 

40. pq :p~：匁I~日； H 銭 lりJ.閥均Wlhm
191・ii:i峻、＇H--t;余杉1tlflj 6 1.!:101貯

41.異物張先 lリ1・1弘｜文振侠
ifr,Y1'il5年（1536)Iリ l ·1Mi ~I1iJ氏刊

18>.l 6 II仕
会42.東文粋 朝鮮 －金宗1（［制

事長版（,J-;i-jf；’F版協i刻） 10{!: 2 II甘

43. 't＇：渓笠~t~ :;K・沈折撲 26;.l 5 II& 
持itiJm4~所収

[ flV-if正 lリl附川 ｜ 
万！蕊年'11(1573～1619）会術商氏 ｜ 
半銭立-fl] 10を4261.!:99flltJ 

0飢鮮本についての、刊行年、活字の純mについて
は、「注1.r.文!iliiVl!H:4王｝J是在JI.目鈷」（切i鮮学会制、 ll{j有1
32年刊）によった。
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II .日本の古活字本出品目録

〈国書〉

叶． 1少石」~ 帯、：無｛主

慶長JO年干lj（望書法ミ干版）
’L 

2.太平記紗附 ・音義
〔座長15年干lj〕

JO巻 8llU-

40巻意義2巻!Oil&

3.議倭i英皇統編年合連図
釈同守＂.＇制

度長16年'j'lj（要法寺版） 2巻 2llU-

4.同同

Iii] （慶長17歪'.lt7kl8年：ntj写）

2巻 2II甘

5. I珂徳記 日延長10年刊

合6.i以平雌衰記度H:-'l-l:il刊

合7.方丈記 聞長l列

｝主長正F-lilJ刊
8.凶河入海 釈泊三（笑装）
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34.元亨釈rn: 釈 r.ili錬（1,IEJ刻）
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35.大蔵目録 ）~長 1 8正利＇lj （宗存！坂）

会36.大唐西域求法高1N伝
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41.審秋左伝m解
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⑤ 資料紹介
1関［望lfi¥Iょ｜り｜

尾•Jlh第二l：の家系 ・ 略歴を調べる場合、「士林iff. i回」とキII侠って i誌も ），~本 fl句史料とされるのカ、「；終士名寄」

である 。 当文hむのものは「杭本」といわれ、 ~Jtけた古IS分もあるが、 140 !IU· （縦士133ilU・、職人4JIU・、布11主

1 !Ill・＇寺院 1!IU·、女 rt• 1 !Ill· ）が.！JI.存している 。 袋紛の大！＼~本で、 l !IU・の収録姓数は、 1姓から38姓に及

び、丁数も 63丁～325丁と、中｜凶 l~fl きがある 。 監刷毛自の厚手表紙には、 中央の匙［＠に「稿本務士名寄」

とあり、いろは)II員の通し番号、更に「いのー」「いの五家諮」などと書き添えられる。廃絡後政世されて

いたものに、補修と丁付を加え、 .f）／.イkの体裁に終えたものであるが、 !ill々 釦lifjがあり、一吉11は総直され

てもいる 。 11立近、マイクロ槻）j（~による紙焼本が揃い、 lニ｜由に l!!.J ~:E して mけるようになった 。 内容から凡

て、次の3何；)i（［に大別される。

①名家から1JL:J＼した家/jyfiをそのまま総じたもの。おおむね美濃下IJであるが、多少、大小の差も交ってい

る。作家の故後に寛政7～9年、文化8・9年の提II¥ II寺 JUJ を記す。 系訪を主とし、 11~1人の略肢を添え

た「上林ilf.ilill」別式を .），~,f>: とするが、必ずしも一定せず、本跡、もまちまちである 。 t.tt. . i邑私、ともに記
，｜改される。（371111)

②各家から提:I ＼ したものをもとに作成したとみられ、美it~紙半丁に 8 行を北本として、終った御家流で‘

i i：：かれている 。 i泣終記・p;.は天保 2 ・ 3 年であるが、年代別に~n:跡が変るので、次々に千！？き ｝Jll えたと J]·

えられる 。 系訴はなく、 11~1 人よい位にダI］記するが、姓z-. （通称）に添えて「一一 惣領」「一一養子、実ハ

- 5}」など、変化のj品位も記され、先制をたどることも山米る。記事は比較的詳しし、が、 「士林訴

とちがって、訴の記，1・kを除くのが不使といえる。 (74i!U、他に①と②の交ったもの4JIU・) 

③械式は②と｜古lじであるが、美総紙半丁に15～19行l'il

~ 1 ：： き込まれている 。 !1'. 打 iがひどく、 全J(fi(l(Jに事打は

施してあるものの、 ·1'-1J~）·c不能の問所も多い。 宝！持 －

lりi平II以降に仕打、以いは相続した部士を収鈷し、 :11止

終記・F・はlりJifl4年に及ぶ。融けたff!S分がfll当みられ
るが江戸ij1JUIで終る「士林ilf.ilill」の後を中illうものと

してi出血といえる。（25111]-) 

総収鈷性数 827姓のi:l-.J、3純Nlすべてに記，1訟のある

のは約30姓に過ぎず、いずれか 1純のみの家も少くな

寄」（稿本）名士「藩

なお、茶色表紙に、「名古屋縦士家諮いー（二・三）（縦

士z-,1.1：ぃノ一部）」と打付刊のある 3ii日本を所蔵する。
①と同系統で12姓が収められている。 （蟹江）
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